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3カ月の受診の遅れが10年生存率に与える影響





通常通り

STEMI治療について
制限あり
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P = 0.029
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2020年(COVID-19 pandemic下)の予後調査

• COVID-19流行化におけるPCIの現状と予後につき、将来のパン
デミックや災害時などに備えるべく、現時代のレガシーとして施行
することが重要と考えられる。救急医療のひっ迫や、D2B延長な
どが与えた影響を調査する必要がある

→2020年は集中して行うことが必要

• 2020年の予後調査を行い、AMED J-PCI f/u registryで行った2017
年から2019年までのデータと比較可能である。



CCC [C VIT  C linical research  C onsortium] 
運用について

石井秀樹（レジストリー実務小委員会 副委員長）



CCCのあらまし

•CVIT が【今後】主導する学術的な活動にご協力い
ただいた施設の労力に報いるための制度とお考
え下さい。



ミシュランの「星」等をイメージしていただけ
れば分かりやすいかと存じます。



下記の三項目につき、ご協力いただいた数
によって付与させていただきます

•今後の各種実態調査（ACS、保険、放射線被ばく)に全てご協力いた
だいたご施設

• COVIDアンケート調査に全てご回答いただいたご施設

• COVID pandemicの影響を調査する2020年PCI施行症例の長期予後
登録（1年予後調査）登録にご協力を表明いただいたご施設

(レジストリー長期予後登録事業（AMED Project）にご参画いただいた
ご施設を含みます）



何卒よろしくお願いいたします！


